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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月17日(2014.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一出力を提供するために第一コード（Ｅ１Ｂ　ＰＲＮ）を用いて、搬送周波数とデー
タを有する第一チャネル（Ｅ１Ｂ）を相関させるように構成された第一相関器（１０６）
と、
　第二出力を提供するために、前記第一コードとは異なる第二コード（Ｅ１Ｃ　ＰＲＮ）
を用いて、前記第一チャネルと同じ搬送周波数と、前記第一チャネルと同じデータとを有
する第二チャネル（Ｅ１Ｃ）を相関させるように構成された第二相関器（１０２）であっ
て、前記第二チャネル上のデータは、前記第一チャネル上のデータに対して遅延させられ
ている、第二相関器と、
　前記第一出力及び前記第二出力を処理するように構成されたプロセッサであって、搬送
波に関する周波数情報を提供するために、前記第一出力におけるデータは前記第二出力と
同調する、プロセッサ（１０３，１０４）と
を含むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記第一出力におけるデータが前記第二チャネルにおけるデータと同調するように、前
記第一出力を遅延させて、前記プロセッサに遅延させた第一出力を提供するように構成さ
れた遅延器（１０７）を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第二チャネルにおけるデータは、１個の符号によって、前記第一チャネルにおける
データに対して遅延させられることを特徴とする請求項１から２のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項４】
　前記周波数情報は位相情報を含み、前記位相情報は前記第一チャネルの搬送波と前記第
二チャネルの搬送波との間の位相差を含むことを特徴とする請求項１から３のいずれか１
項に記載の装置。
【請求項５】
　前記第一出力と前記第二出力を受信するデータ回復回路（１０８）を更に含み、
　前記データ回復回路（１０８）は、前記第一出力と前記第二出力とを混合して、前記差
に基づいて、前記データを代表するデータ信号を出力することを特徴とする請求項１から
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４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記第二チャネルは、前記第二相関器の出力からパイロット信号を抽出する混合器（２
０２）を含むことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の装置を含む集積回路又はチップセット。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の装置を含む、衛星航法装置又は移動通信装置で
ある位置決め装置（４００）。
【請求項９】
　第一出力を提供するために第一コードを用いて、受信信号の第一チャネルを相関させる
相関ステップ（３０４）であって、前記第一チャネルは搬送周波数とデータを有する、相
関ステップと、
　第二出力を提供するために、前記第一コードとは異なる第二コードを用いて、前記受信
信号の第二チャネルを相関させる相関ステップ（３０３）であって、前記第二チャネルは
、前記第一チャネルと同じ搬送周波数と前記第一チャネルと同じデータを有し、前記第二
チャネル上のデータは、前記第一チャネル上のデータに対して遅延させられている、相関
ステップと、
　前記第一出力及び前記第二出力を処理することによって、搬送波に関する周波数情報（
３０９）を提供する提供ステップであって、前記第一出力におけるデータは前記第二出力
と同調する、提供ステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記第一出力におけるデータが前記第二チャネルにおけるデータと同調するように、前
記第一出力を遅延させる遅延ステップ（３０５）と、当該遅延させた第一出力を処理する
処理ステップを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第二チャネルにおけるデータは、１個の符号によって、前記第一チャネルにおける
データに対して遅延させられることを特徴とする請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記周波数情報は位相情報を含み、前記位相情報は、前記第一チャネルの搬送波と前記
第二チャネルの搬送波との間の位相差を含むことを特徴とする請求項９から１１のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１３】
　データ回復回路によって、前記第一出力と前記第二出力を受信する受信ステップと、
　前記第一出力と前記第二出力とを混合して、前記データを代表するデータ信号を出力す
る出力ステップと
を更に含むことを特徴とする請求項９から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項９から１３のいずれか１項に記載の１以上のステップをプロセッサによって実行
するように構成されたコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　第一コードと、搬送周波数と、データとを有する第一チャネルと、
　前記第一コードとは異なる第二コード、前記第一チャネルと同じ搬送周波数と、前記第
一チャネルと同じデータとを有する第二チャネルと
を含み、
　前記第二チャネル上のデータは、前記第一チャネル上のデータに対して遅延させられて
いることを特徴とする信号。
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